
一
、
は
じ
め
に

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
で
は
、
地
域
で
活
動
す
る
支
援
団
体
や
障

が
い
児
・
者
の
美
術
教
育
の
現
場
な
ど
か
ら
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
き
、
発
達

に
問
題
を
か
か
え
る
子
ど
も
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト
を

通
じ
て
彼
ら
を
支
援
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
と
市
民

が
意
見
交
換
し
、
教
育
者
＝
支
援
者
の
将
来
像
を
探
っ
て
い
く
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
て
甲
南
大
学
人
間

科
学
研
究
所
が
主
催
し
た
、
市
民
向
け
連
続
公
開
講
座

｢

ア
ー
ト
と
発
達

支
援
―
学
校
か
ら
地
域
社
会
へ
―｣

の
教
育
効
果
測
定
の
活
動
報
告
を
行

う
。
講
座
は
二
〇
一
九
年
度
に
開
講
を
予
定
し
て
い
る

｢

地
域
オ
ー
プ
ン

型｣

共
通
教
育
科
目
の
準
備
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
受
講
者
の
受
講
前

後
の
意
識
調
査
を
行
う
こ
と
で
発
達
障
が
い
に
関
す
る
知
識
や
態
度
の
変

化
を
検
討
し
て
い
る
。
教
育
効
果
測
定
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
、
方
法

公
開
講
座
の
開
始
前
に
調
査
に
関
す
る
説
明
を
行
い
、
参
加
同
意
を
得

ら
れ
た
対
象
者
に
後
述
の
調
査
票
を
配
布
し
、
受
講
の
前
後
で
回
答
を
求

め
た
。
公
開
講
座
の
参
加
者
は
合
計
で
二
八
〇
名

(

学
生
は
二
一
二
名)

で
、
調
査
票
の
回
収
率
は
九
一
・
八
％
、
有
効
回
答
数
は
二
一
二

(

回
収

分
の
八
十
二
・
五
％)

で
あ
っ
た
。
調
査
協
力
は
自
発
的
に
行
わ
れ
、
参

加
に
関
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
発
生
し
な
か
っ
た

(

学
生
に
は
出
席
票

を
別
途
配
布
し
た)

。
教
育
効
果
測
定
を
実
施
し
た
回
の
日
時
や
場
所
、

講
座
の
概
要
や
参
加
者
数
を
次
に
示
す(

１)

。

第
一
回：

二
〇
一
六
年
六
月
四
日

(

土)

一
三
時
〜
一
四
時
半
に
十
八

号
館
三
階
の
講
演
室
で
行
っ
た
。
人
間
科
学
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
服
部

正
先
生
と
大
西
彩
子
先
生
、
客
員
特
別
研
究
員
の
内
藤
あ
か
ね
先
生
を
講

師
に
迎
え
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
発
達
支
援
の
可
能
性
、
大
学
が
こ
う
し
た

活
動
に
関
わ
る
こ
と
の
利
点
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
参
加
者
は
六

〇
名

(

学
生
は
四
六
名)

で
あ
っ
た
。

第
三
回：

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
八
日

(

日)

一
三
時
〜
十
五
時
半
に

講
演
室
で
行
っ
た
。
人
間
科
学
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
服
部
正
先
生
と
大

西
彩
子
先
生
、
兵
庫
県
立
こ
や
の
里
特
別
支
援
学
校
の
大
槻
和
弘
先
生
、

神
戸
市
立
本
山
南
小
学
校
の
桑
田
省
吾
先
生
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
一

〇
〇
年
福
祉
会
・
片
山
工
房
の
新
川
修
平
先
生
、
美
術
家
の
椋
田
三
佳
先
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生
を
講
師
に
迎
え
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
発
達
支
援
の
可
能
性
、
教
育
現
場

で
の
支
援
活
動
を
成
人
の
福
祉
事
業
所
で
の
活
動
に
接
続
す
る
た
め
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
参
加
者
は
四
四
名

(

学
生

は
十
九
名)
で
あ
っ
た
。

第
四
回：

二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日

(

土)

十
三
時
〜
十
四
時
半
に
講

演
室
で
行
っ
た
。
人
間
科
学
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
服
部
正
先
生
と
大
西

彩
子
先
生
、
大
阪
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
望
月

直
人
先
生
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構
の
富
田

千
果
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
発
達
障
が
い
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や

国
内
外
の
最
新
の
知
見
、
実
際
の
支
援
に
関
し
て
創
作
活
動
が
ど
の
よ
う

に
役
立
っ
た
か
を
ご
講
義
頂
い
た
。
参
加
者
は
一
四
三
名

(

学
生
は
一
三

二
名)

で
あ
っ
た
。

第
五
回：

二
〇
一
七
年
十
一
月
四
日

(

土)

一
三
時
〜
十
四
時
半
に
講

演
室
で
行
っ
た
。
人
間
科
学
研
究
所
兼
任
研
究
員
の
服
部
正
先
生
と
大
西

彩
子
先
生
、
社
会
福
祉
法
人
素
王
会
ア
ト
リ
エ
イ
ン
カ
ー
ブ
の
左
海
和
可

子
先
生
と
片
岡
學
先
生
、
愛
知
東
邦
大
学
人
間
健
康
学
部
の
高
柳
伸
哉
先

生
を
迎
え
、
支
援
活
動
を
行
う
上
で
の
工
夫
や
課
題
、
発
達
障
が
い
の
あ

る
方
の
創
作
活
動
の
年
代
ご
と
の
適
切
な
支
援
や
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
察
し
た
。
参
加
者
は
三
三
名

(

学
生
は
十
七
名)

で
あ
っ
た
。

調
査
票
は
三
枚
で
構
成
さ
れ
、
一
頁
目
の
表
紙
で
は
、
同
意
の
有
無
や

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
に
つ
い
て
の
記
入
を
求
め
た
。
二
頁
目
に
は
、

次
に
示
す
四
項
目
を
記
載
し
た
。

①
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
説
明

(

定
義)

を
十
個
書
い
て
下
さ
い

(

十
個
の
自
由
記
述
欄)

。

②
あ
な
た
は
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
と
接
点
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す

か

(

五
件
法：

｢

１｣

全
く
思
わ
な
い
〜

｢

５｣

す
ご
く
思
う)

。

③
あ
な
た
は
発
達
障
が
い
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
す

か

(

五
件
法：

｢

１｣

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
〜

｢

５｣

ポ
ジ
テ
ィ
ブ)

。

④
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
と
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

(

二
件
法：

｢

は
い｣

と

｢

い
い
え｣)

。｢

は
い｣

と
答
え
た
方
は
ど
の
よ
う
な
接
点
を

も
っ
た
経
験
が
あ
る
の
か
を
簡
単
に
ご
説
明
く
だ
さ
い

(

自
由
記
述)

。

三
頁
目
に
は
次
に
示
す
五
項
目
を
記
載
し
た
。

①
〜
③

二
頁
目
の
①
〜
③
と
同
様
で
あ
っ
た
。

④
甲
南
大
学
の
学
生
の
場
合
は
こ
ち
ら
に
も
お
答
え
下
さ
い
。
教
員
補

助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
か

(

二
件
法：

｢

は
い｣

と

｢

い
い
え｣)

。

⑤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い(

自
由
記
述
欄)

。
デ
ー

タ
照
合
の
た
め
、
お
名
前
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。(

自
由
記
述

欄)
。一

頁
目
と
二
頁
目
は
受
講
前
、
三
頁
目
は
受
講
後
に
記
入
す
る
よ
う
依

頼
し
た
。
一
〜
二
頁
目
を
記
入
し
た
後
は
三
頁
目
を
切
り
離
し
、
受
講
後

の
参
考
に
で
き
な
い
よ
う
一
〜
二
頁
目
を
そ
の
時
点

(

受
講
前)

で
回
収
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し
た
。
三
頁
目
は
受
講
後
に
記
入
を
求
め
た
後
に
回
収
し
た
。

本
稿
で
は
調
査
票
一
頁
目
の
情
報
か
ら
、
参
加
者
を
学
生
と
そ
の
他

(

保
護
者
や
教
師
、
保
育
士
や
臨
床
心
理
士
等)

社
会
人
に
大
別
し
、
公

開
講
座
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
探
索
的
に
分
析
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

一
〜
二
頁
目
の
①
項
目
の
う
ち
、
記
入
が
あ
っ
た
数
を

｢

発
達
障
が
い
に

関
す
る
知
識

(
k

n
o

w
le

d
g

e)｣

と
操
作
的
に
定
義
し
た
。
ま
た
、
そ
の

記
述
内
容
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
中
性
の
三
つ
に
分
類
し
、
当

該
時
点
の
各
参
加
者
の
記
述
数
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ(

あ
る
い
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ)

な
記
述
の
割
合
を｢

発
達
障
が
い
に
関
す
る
潜
在
的
態
度(
im

p
licit

atti-

tu
d
e)｣

と
し
た(

２)(

３)

。
一
〜
二
頁
目
の
③
項
目
の
得
点
を

｢

発
達
障
が

い
に
関
す
る
顕
在
的
態
度

(
e

x
p

licit
attitu

d
e)｣

、
一
頁
目
の
②
項
目
の

得
点
を

｢

発
達
障
が
い
へ
の
接
近
動
機
づ
け

(
so

cial
m

o
tiv

atio
n)｣

、

１
頁
目
の
④
項
目
で

｢

は
い｣

と
答
え
た
参
加
者
の
割
合
を

｢

発
達
障
が

い
と
の
接
触
経
験

(
e

x
p

o
su

re
e

x
p

e
rie

n
ce)｣

と
し
た
。
そ
の
他
の
項

目
や
自
由
記
述
の
詳
細
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
記
載
し

な
か
っ
た
。

三
、
結
果

T
ab

le
1

は
参
加
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
示
す
。
参
加
者
の
大
半
が
学
生

で
あ
る
こ
と
、
社
会
人
に
比
べ
る
と
学
生
の
発
達
障
が
い
と
の
接
触
経
験

が
少
な
く
、
接
点
を
持
ち
た
い
と
い
う
動
機
づ
け
も
低
い
こ
と
が
見
て
と

れ
る
。
学
生
と
社
会
人
の
間
に

は
、
一
部
項
目
で
得
点
に
有
意

差
が
み
ら
れ
る

(

χ２
検
定
や
対

応
の
な
い
ｔ
検
定)

。

T
ab

le
2

に
は
群
間
差
と
受

講
前
後
の
比
較
結
果
を
示
す
。

群

(

二)

×
時
期

(

二)

の
二

要
因
分
散
分
析
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
発
達
障
が
い
に
関
す
る
知

識
、
潜
在
的
態
度

(

ポ
ジ
テ
ィ

ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ)

(

４)

、
顕
在

的
態
度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
交
互
作

用
が
み
ら
れ
、
大
学
生
で
の
み
時
期
の
単
純
主
効
果
が
み
ら
れ
た

(

そ
の

他
社
会
人
で
は
時
期
の
単
純
主
効
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た)

。
こ
れ
ら
の

事
実
は
、
発
達
障
が
い
と
の
接
触
経
験
や
接
近
動
機
づ
け
が
少
な
い
大
学

生
で
の
み
、
受
講
前
後
で
発
達
障
が
い
の
説
明

(

定
義)

に
関
す
る
記
述

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
記
述
は
増
加
し
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
記
述
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
発
達
障
が
い
の
イ
メ
ー
ジ
質
問

の
点
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

(

良
い
点
数
が
増
え
て
い
る
こ
と)

を
、

そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
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Table 1

Participants Characteristics

Students Others

N 192 20

Age (year) 19.71 (2.68) 45.28 (11.45)

Sex (％ Female) 72.92 70.00

Experience (％ Yes)

Exposure 60.74 90.00

Social motivation (Rating 1�5)

Approach 2.95 (0.75) 4.10 (0.72)

Note. Standard deviations are in parentheses. There were

significant difference between two groups for Age,

Experience, Social motivation (all comparisons p＜.05).



四
、
お
わ
り
に

公
開
講
座
で
行
っ
た
教
育
効
果
測
定
の
結
果
か
ら
、
大
学
生
で
は
受
講

前
後
で
発
達
障
が
い
に
関
す
る
知
識
、
潜
在
的
・
顕
在
的
態
度
の
向
上
が

認
め
ら
れ
た
。
一
般
に
、
日
常
生
活
で
は
障
が
い
に
よ
っ
て

｢

で
き
な
い

こ
と｣

や

｢

苦
手
な
こ
と｣

が
意
識
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
公
開
講
座
を

通
し
て
ア
ー
ト
や
創
作
活
動
等
の
障
が
い
児
・
者
の

｢

で
き
る
こ
と｣

や

｢

得
意
な
こ
と｣

に
触
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
変
化
の
背
景
に
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
単
純
に

｢

知
ら
な
か
っ
た｣

、
こ
れ
ま

で
触
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、
公
開
講
座
を
通

じ
て

｢

知
っ
た｣

こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る

(

本
稿
で
は
詳
述
し
な
か
っ
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感
想
に

関
す
る
自
由
記
述
で
は
こ
れ
ら
の
考
え
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が

多
数
み
ら
れ
た)

。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
教
育
効
果
測
定
で
は
公
開

講
座
の
内
容
に
関
す
る
統
制
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
大
学
生
と
そ
の
他
社
会

人
と
の
違
い
を
は
じ
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
ア
ー

ト
や
創
作
活
動
、
そ
れ
以
外
の
実
践
活
動
を
紹
介
・
教
示
す
る
こ
と
の
有

効
性
、
効
果
比
較
等
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
今
後
の

展
望
と
し
て
、
教
育
効
果
測
定
に
関
す
る
分
析
と
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て

行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註

(

１)

公
開
講
座
第
二
回
は
芸
術
療
法
に
関
す
る
研
究
実
践
活
動｢

甲
南
ア
ト
リ
エ｣

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
発
達
障
が
い
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て

い
な
い
た
め
、
効
果
測
定
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

第
二
回：

二
〇
一
六
年
十
月
九
日

(

日)

十
時
〜
十
二
時
半
に
講
演
室
で

行
っ
た
。
人
間
科
学
研
究
所
客
員
特
別
研
究
員
の
内
藤
あ
か
ね
先
生
、
芸
術

家
の
椋
田
三
佳
先
生
を
迎
え
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
参
加
者
が

和
紙
を
使
っ
た
創
作
活
動
を
行
っ
た
。

(

２)

記
述
内
容
の
う
ち
、
語
尾
に

｢

で
き
る｣

｢

才
能
が
あ
る｣

等
の
肯
定
的
な

意
味
を
も
つ
文
分
を
含
む
も
の
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

(

例：

集
中
力
が
あ
る)

、
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Table 2

Group Differences and Pre-Post Comparisons

Students Others

Knowledge (Words)

Pre 3.39 (2.54) 5.10 (3.49)

Post 4.68 (2.75) 4.65 (3.96)

Implicit Attitude (％ Words)

Positive Pre 5.65 (13.27) 2.86 (8.70)

Post 19.96 (22.14) 4.79 (11.42)

Negative Pre 64.40 (36.90) 42.74 (38.94)

Post 30.09 (27.27) 36.76 (33.47)

Explicit Attitude (Rating 1�5)

Pre 2.59 (0.88) 3.40 (0.94)

Post 3.53 (0.88) 3.55 (0.94)

Note. Standard deviations are in parentheses. There were

significant interactions (Group*Pre-Post) for Knowledge,

Positive and Negative Implicit Attitude, Explicit Attitude

(p＜.05).



｢

で
き
な
い｣

｢

遅
れ
が
あ
る｣

等
の
否
定
的
な
意
味
を
も
つ
文
を
含
む
も
の

を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

(

例：

他
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
で
き
な
い)

、
適
切
な
接
し
方
や
障
が
い
の
名
称
等
、
そ
れ
以
外
を
中
性

的
な
記
述
と
し
て
分
類
し
た
。

(

３)

操
作
的
定
義
に
つ
い
て
は
国
内
の
研
究

(

栗
田
・
楠
見
、
二
〇
一
四
、
教
育

心
理
学
研
究
、
六
二
号
、
六
四
―
八
〇
頁)

や
、
海
外
の
研
究

(
M

cC
au

g
h

e
y

an
d

S
tro

h
m

e
r,

2
0

0
5
,

R
eh

a
b

ilita
tion

C
ou

n
selin

g
B

u
lletin

,

4
8
,

8
9

�99)

を
参
考
に
し
た
。

(

４)

潜
在
的
態
度

(

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ)

に
つ
い
て
は
、
参
加
者
毎
に

分
母(

記
述
数)

が
異
な
る
た
め
、
逆
正
弦
変
換
を
施
し
て
か
ら
分
析
を
行
っ

た
。

(

沼
田
恵
太
郎)
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